
























































































































































【背景】　当院の手術室は8室あり、1-7室では山田医療照明社製SKYLUX SPACE lab 
SERIES（ハロゲン電球）の無影灯7灯と4灯を各1台ずつ設置している。今回、手術中
に無影灯電球が突然破裂する事例が2件発生したため報告する。【経過】2018年１月16
日、手術中に7灯のうち1箇所の電球が破裂した。執刀医らが術野に影響がないと判
断し手術は続行。術後臨床工学技士が電球破裂、カバー内のみでの破片飛散、レフ
板破損を確認した。事例後メーカーによる無影灯の修理を実施。また2月24日手術室
全室の無影灯の点検を実施した。破裂した電球は、電球製造メーカーの減産により、
それを補うかたちで他社から仕入れていた電球であることが確認された。このため
メーカーにて全ての電球を元の規格の電球に交換する予定となった。2018年3月１日
の手術室業務終了後、看護師より電球が切れたと連絡あり、翌朝電球交換時に電球
とレフ板が破損していることを確認した。再びメーカーによる無影灯の修理を実施。
そして同年3月19、20日に全室の電球交換と各種点検を実施した。【原因】メーカーの
調査より、電球ソケットの劣化と過電流によるフィラメントの破損により、破片が
電球に接触し破裂した事が原因と推察されたが、原因解明に至っていない。【結語】　
医療機器に使用される部品等に関する情報提供と共有が重要である。今後、使用時
間が長く破損の少ないLEDの無影灯の更新・導入を検討していく必要がある。
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